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1：
日
本
の
火
山
に
お
け
る
山
麓
湧
水
の
分
類
と
そ
の
分
布
の
特
徴
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19

85
年
に
環
境
庁
（
当
時
）
が
「
名
水
百
選
」
を
選
定
し
，そ
の
後
自
治
体
な
ど
に
よ
る
独
自
の
保
全
水
環
境
選
定
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
，わ
が
国
に
は
地
域
の
人
の
手
厚
い
保
護
に
よ
っ
て
守
ら
れ
，

そ
し
て
今
後
も
守
っ
て
い
く
べ
き
水
場
―
い
わ
ゆ
る
「
名
水
」
―
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
広
く
社
会
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
れ
ら
「
名
水
」
の
大
半
を
占
め
る
の
が
，
地
下
水
が
地
表
に
湧
出

す
る
湧
水
で
あ
る
．

　
わ
が
国
の
湧
水
の
な
か
で
，
湧
出
量
毎
秒

0.
1

m
3 /s
オ
ー
ダ
ー
以
上
と
い
っ
た
大
規
模
な
も
の
が
珍
し
く
な
く
，
山
麓
の
生
活
や
産
業
を
広
域
に
わ
た
っ
て
支
え
て
き
た
こ
と
が
多
い
の
が
，
火
山
山
麓
の
湧

水
で
あ
る
（

Y
am

am
ot

o,
 1

99
5）
．
こ
の
口
絵
で
は
，
地
下
水
流
動
プ
ロ
セ
ス
と
地
形
地
質
と
の
対
応
が
わ
か
り
や
す
い
（
安
形

, 1
99

9）
火
山
山
麓
の
湧
水
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
と
そ
の
地
形
発
達
史
か
ら
み
た

分
布
の
特
徴
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
．

図
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 木
曽
御
岳
南
麓
の
濁
川
・
伝
上
川
付
近
を
山
麓
側
か
ら
遠
望
す
る
（
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
）．
写
真
下
部
中
央
に
は
王
滝
累
層
の
上
に
伝
上
川
溶
岩
流
が
乗
っ
た
平
坦
な
地
形
が
あ
り
，
そ
れ
を
濁
川
・

伝
上
川
が

10
0

m
程
度
侵
食
し
て
部
分
的
に
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
．
写
真
右
上
に

19
84
年
「
御
岳
崩
れ
」
の
崩
壊
地
，
左
下
に
濁
川
が
形
成
し
た
図

2
の
侵
食
崖
が
見
え
る
．

19
93
年

10
月
撮
影
．

図
2　

 図
1
に
示
さ
れ
る
侵
食
崖
（
写
真
下
中
央
に
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
人
物
）．
下
部
は
王
滝
累
層
，
上
部
は
伝
上
川
溶
岩
類
．
そ
の
境
に
幅
数
十

m
に
わ
た
っ
て
無
命
名
の
湧
水
（
水
質
は
濁
川
・
伝
上
川
の
河

川
水
と
は
全
く
異
な
る
）
が
み
ら
れ
，
崖
を
流
下
す
る
潜
流
瀑
と
な
っ
て
い
る
．
こ
れ
ら
の
湧
水
は
，
こ
の
侵
食
崖
が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
は
さ
ら
に
山
麓
側
に
地
下
水
と
し
て
流
動
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
．
す
な
わ
ち
，
大
規
模
な
地
形
変
化
が
地
下
水
流
動
プ
ロ
セ
ス
を
長
期
的
に
変
動
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
露
頭
か
ら
予
想
さ
れ
る
（
図
は
次
頁
参
照
）．

19
94
年

8
月
撮
影
．
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 鳥
海
山
山
麓
・
牛
渡
川
（
山
形
県
酒
田
市
）．
写
真
左
の
斜
面
は
溶
岩
流
末
端
・
側
壁
で
あ
り
，
そ
こ
か
ら
湧
出
し
た
数
多
く
の
湧
水
を
集
め
て
流
れ
る
き
わ
め
て
清
澄
で
流
量
の
安
定
し
た
河
川
と
な
っ

て
い
る
．
図

1，
2
の
場
合
と
は
異
な
り
，
こ
の
溶
岩
流
は
顕
著
な
侵
食
を
受
け
て
い
な
い
た
め
，
も
と
も
と
の
末
端
・
側
壁
ま
で
地
下
水
が
流
下
し
て
湧
出
す
る
こ
と
に
な
る
．
富
士
山
南
東
麓
の
三
島

溶
岩
流
も
こ
の
種
の
湧
水
を
生
み
出
す
代
表
的
存
在
で
あ
る
（
図
は
次
頁
参
照
）．

19
97
年

7
月
撮
影
．
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 八
ヶ
岳
山
麓
・
稗
ノ
底
村
址
湧
水
群
東
出
口
（
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
）．
火
山
山
麓
扇
状
地
の
扇
面
に
位
置
す
る
．
八
ヶ
岳
の
よ
う
に
長
期
間
侵
食
を
受
け
て
き
た
火
山
で
は
，
図

2，
3
の
よ
う
な
も

と
も
と
あ
っ
た
火
山
噴
出
物
自
体
か
ら
湧
出
す
る
水
が
減
少
す
る
一
方
で
，
こ
の
よ
う
に
山
麓
扇
状
地
に
位
置
し
，
背
後
に
顕
著
な
崖
を
も
た
な
い
か
，
あ
っ
て
も
小
規
模
で
あ
る
湧
水
の
割
合
が
増
大
す

る
（
図
は
次
頁
参
照
）．

19
98
年

6
月
撮
影
．

図
1



口絵 1（つづき）：日本の火山における山麓湧水の分類とその分布の特徴
Pictorial 1：Distribution and Classification of Groundwater Springs in the Foothills of Japanese Volcanoes

文献：安形　康（1999）: 日本における火山体の地形特性と湧泉湧出量の関係．日本地理学会予稿集，55，294‒295．
　　　Yamamoto, S. （1995）: Volcano Body Springs in Japan. Kokon-shoin, Tokyo.

（安形　康　Yasushi AGATA）
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